
◎エネルギーの使用の合理化に関する法律の一部を改正する法律
（平成一四年六月七日法律第五九号）　　

一、提案理由（平成一四年四月一七日・衆議院経済産業委員会）

○平沼国務大臣　まず、エネルギーの使用の合理化に関する法律の一部を改正する法律

案につきまして、その提案理由及び要旨を御説明申し上げます。

　我が国は、従来から、燃料資源の石油依存度、輸入依存度が高い等の脆弱なエネルギ

ー供給構造を有しておりますが、近年、オフィスビル等の業務部門におけるエネルギー

消費の増加傾向が著しい等エネルギー消費が構造的に変化しつつあること、大量のエネ

ルギー消費が地球環境に及ぼす影響に対する懸念が高まっていること等、我が国のエネ

ルギーをめぐる経済的社会的環境が大きく変化している状況にあります。このような状

況を踏まえ、政府といたしましては、エネルギーの使用の合理化の措置をこれまで以上

に徹底するとの認識に立ち、エネルギーの使用の合理化に関する法律を改正するため本

法律案を提出した次第であります。

　次に、法律案の要旨を御説明申し上げます。

　第一に、工場及び事業場に係る措置の強化として、現在、製造業等の五業種に限られ

ている第一種エネルギー管理指定工場の指定対象業種の限定を撤廃し、エネルギー消費

量が大規模である事業場についても指定対象とし、エネルギーの使用の合理化のための

中長期的な計画の作成及びその提出等を義務づけるとともに、エネルギー消費量が中規

模である工場または事業場に対し、現在のエネルギー使用状況等の記録義務にかえ、大

規模な工場または事業場と同様に定期報告の提出を義務づけることといたします。

　第二に、建築物に係る措置の強化として、床面積二千平方メートル以上の住宅以外の

建築物を建築しようとする建築主に、建築物の設計及び施工に係る省エネルギー措置に

関する事項の届け出を義務づけるとともに、国土交通大臣から建築主事を置く市町村長

等に、建築物に係る指導等に関する権限を委譲することといたします。

　以上が、エネルギーの使用の合理化に関する法律の一部を改正する法律案の提案理由

及び要旨であります。

……………（略）……………

　何とぞ、この二つの法律案について、慎重御審議の上、御賛同くださいますようお願

いを申し上げます。

二、衆議院経済産業委員長報告（平成一四年四月二六日）

○谷畑孝君　ただいま議題となりました両法律案につきまして、経済産業委員会におけ

る審査の経過及び結果を御報告申し上げます。

　まず、エネルギーの使用の合理化に関する法律の一部を改正する法律案は、近年にお

けるエネルギーをめぐる経済的、社会的環境の変化に応じた燃料資源の有効な利用の確

保を図るため、

　第一に、第一種エネルギー管理指定工場の指定対象業種の限定を撤廃し、エネルギー



消費量が大規模である事業場についても指定対象とし、エネルギーの使用の合理化のた

めの中長期的計画の作成及びエネルギー使用状況等の定期報告等を義務づけること。

　第二に、エネルギー消費量が中規模である工場または事業場に対して、同様に、エネ

ルギー使用状況等の定期報告を義務づけること、

　第三に、床面積二千平方メートル以上の住宅以外の建築物を建築しようとする建築主

に、熱の損失の防止等のための措置に関する事項の届け出を義務づけること

等の措置を講じようとするものであります。

……………（略）……………

　両案は、去る四月十七日本委員会に付託され、同日平沼経済産業大臣からそれぞれ提

案理由の説明を聴取いたしました。

　同月十九日より質疑を行い、同月二十三日には参考人から意見を聴取するなど、慎重

な審議を行い、同月二十四日に質疑を終局いたしましたところ、本日、エネルギーの使

用の合理化に関する法律の一部を改正する法律案について、採決の結果、全会一致をも

って原案のとおり可決すべきものと議決いたしました。次いで、電気事業者による新エ

ネルギー等の利用に関する特別措置法案について、討論の後、採決の結果、賛成多数を

もって原案のとおり可決すべきものと決しました。

……………（略）……………

　以上、御報告申し上げます。

三、参議院経済産業委員長報告（平成一四年五月三一日）　　

○保坂三蔵君　ただいま議題となりました両法律案につきまして、経済産業委員会にお

ける審査の経過と結果を御報告を申し上げます。

　まず、エネルギーの使用の合理化に関する法律の一部を改正する法律案は、近年、業

務部門におけるエネルギー消費の増加傾向が著しいことなどにかんがみ、工場、事業場

における省エネルギー対策を強化する等の措置を講じようとするものであります。

……………（略）……………

　委員会におきましては、両法律案を一括して議題とし、省エネルギー対策への取組、

新エネルギー導入のインフラ整備の推進、産業廃棄物発電の取扱い等について質疑が行

われましたが、その詳細は会議録によって御承知を願いたいと存じます。

　質疑を終局し、電気事業者による新エネルギー等を利用する特別措置法案に対し、日

本共産党の西山委員より修正案が提出をされました。

　次いで、討論に入りましたところ、日本共産党の西山委員より、電気事業者による新

エネルギー等利用特別措置法案については原案に反対する旨、また、省エネルギー法改

正案には賛成する旨の意見が述べられました。

　次いで、採決に入り、まず、省エネルギー法改正案は全会一致をもって原案どおり可

決すべきものと決定をいたしました。

……………（略）……………



　以上、御報告を申し上げます。


